








































































































































































適当 短 わ らない 無回答








適当 短 わ らない 無回答
4(26.7） １１(73.3） ０ ０ 0
有 無 無 答
13(86. ） 2(13.4） 0
』ｂ』 z均日数(±Ｓ )）
樹ザ ＳＤＧ■■■副Ijﾅ1閃 罰Ｅ日‘ 6.1±1.86
{Ｉ 『’ 罪曰 9.2±3.35
在 、□ＨＤｑ 数 15.1±4.69
尿１ 罫￣ カテーテル抜去曰 2.6±1.33




きた や できた あまりできず 全くできず 無回答
9(60.0） 5(33.3） ０ ０ 1(6.7）
んだ 進まなかっ 無回答
14(93.3） ０ 1(6.7）
う や う あまり恩わな（ 思わな 無回答
9(60.0） 5(333） 0 0 1(6.7）
師の指定 追ｶﾛ治療 家族 ､受診
9(60.0） 1(6.4） 3(20.0 2(1ａ３）
仕事 都合 保険一 二の理 由
０ 0
り なし 不 無回答
5(26.7） 10(73.3） ０ ０
血尿 発熱 宗時痛 頻 泉





大変満 満足 やや不満 不満 無 答
4(80.0） 1(20.0） 0.0 ０．０ 0.0
大変満 満足 や不満 不満 無 ｜ロ』 答
5(33.3） 10(66.4） 0 ０ 0
ついてはほぼ予定通りに行われており､ＣＰ逸脱例
が少ないことが明らかになった｡座位開始に関して
は術当日より開始しているケースもあり､正のバリア
ンスが発生している。
術後合併症を併発したケースにおいても術後７
日目以内に退院していることから身体的要因が在
院日数の延長に影響する主な要因であるとは言い
難いと考える｡一方で､在院日数に影響する４要
因の中で最も多かったのは医療者側要因であり、
特に､医師の指示により術後病理結果を待ってか
ら退院を迎えるケースが多かった｡術後追加療法
をした場合でも､施行後翌日に退院するケースや
施行後数日経過観察してから退院するケースなど
様々であり､個人差が現れる結果となっていた｡ま
た､アンケート調査からも入院期間について短いと
回答した患者はなく、自由記載の回答からも｢病床
でぽ－つとしている時間が長い｣等の指摘もあった。
このことから､病理結果が出るまでの入院期間は治
療をしていない空白の入院期間であり､在院日数
の短縮を考慮する上では今後検討の余地があると
言える。しかし､同時にこの期間は今後の治療方
針を決定するという医学的見地も含まれているため
介入を考慮する上では医師との相談が必須であり、
本研究により今後の課題も導き出された。
患者アンケート調査からは医療者の対応などを
含め入院全般を通しての患者満足度は高く､入院
への評価は高かった｡退院後の不安についても
｢再発への不安｣と答えた患者が９０．０%であり､今
回の調査の対象者は再発者が多かったことも関与
しているのではないかと考える。
膀胱腫瘍は再発しやすく､対象者の中にも対象
期間内の１年間で同手術を２回受けている患者も
存在する｡つまり、術後も再発や予後への不安を
抱えながら退院もしくは在宅療養をしている患
者の存在が明らかとなった｡在院日数を見直す際
にも、予後への不安に対するケアも考慮し､退院
指導の充実等精神的フォローを行っていく必要性
があると示唆された｡今回の研究では､初発の膀
胱腫瘍を有した患者は少ないため､今後は症例数
を増やし､再発患者と初発患者が抱える不安も比
較しケアに取り入れて行く必要性がある｡また､退
院直後にアンケートを実施するなど､調査期間に
ついての再検討も必要であることが考えられた。
Ⅶ､結語
1～退院を決定する因子は｢医療者側要因｣が最
も多く､その内訳は術後追加治療を見据え病
理結果を待って退院するケースが多かった。
2．退院時の不安については｢再発への不安｣を
訴える患者が最も多く､退院指導を充実させて
いく必要性が示唆された。
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表４アンケート内容
【在院日数に関する質問】
1)入院してから手術までの期間はどのように感じられたか
2)手術から退院までの期間はどのように感じたか
【ＣＰに関する質問】
ＤＣＰを受け取ったか
2）入院中にいつ何を行うかの予定がよくわかったか
3）予定通りにスケジュールは進んだか
4）問い３）で「進まなかった」と答えられた方へ質問。スケジュール通りに進まなかったことは何か？
：歩行開始，食事開始，点滴終了，尿道カテーテル（尿道に入っていた管）抜去，その他
5）入院においてＣＰはあったほうがよいか
【退院についての質問】
1）貴方が医師より退院についての話が出てから、具体的に退院日をいつにするか決定した要因は何か？
医師が退院日自体を指定してきた
医師から追加治療があると言われ、治療が終了してから退院日を決定するように言われた
家族が迎えに来られる日に合わせた
他の科の受診も受けてから退院できるように日を合わせた
仕事の都合に合わせて日を決めた
保険の関係に合わせた日を決めた
2）退院に際し、何か心配なことはあったか
3）問い２）で「心配があった」と答えた方への質問。具体的にどのようなことだったか？
退院後の血尿の出現について心配であった
退院後の発熱に対して心配があった
退院後の排尿時痛に対して不安があった
退院後の頻尿に対して不安があった
退院後の尿失禁に対しての不安があった
退院後、再発に対しての不安があった
４）そのような不安について医療者に相談することができたか
５）問４）で「できた」と答えられた方への質問。
医療者へ相談した時の医療者は迅速に対応し、貴方にとって満足のいく対応だったか？
６）今回の入院について、どのように評価するか？
－２８－
